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さ
く
ら
貝
訂
正
と
防
風
に
追
加

富

士

山

昨
日
、
伊
藤
節
堂
さ
ん
か
ら
、
さ
く
ら
貝
を
頂
い

た
。
こ
ん
な
小
さ
な
も
の
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
こ

れ
で
は
若
い
頃
近
眼
の
私
の
眼
に
、
ま
た
今
、
白
内

障
の
眼
で
は
、
海
辺
を
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
と

考
え
た
。

皆
さ
ん
の
話
で
は
、
鵠
沼
の
浜
か
ら
片
瀬
寄
り
の

方
が
、
辻
堂
寄
り
よ
り
、
さ
く
ら
貝
が
多
く
見
つ
か

る
と
い
う
。

ほ
う
ふ
う
に
追
加

昨
日
の
話
で
は
、
ぼ
う
ふ
う
は
今
で
も
沢
山
に
見

ら
れ
る
と
い
う
の
で
、
牧
野
先
生
が
「
今
で
は
ぼ
う

ふ
う
は
国
内
で
は
絶
滅
し
た
」
と
い
わ
れ
る
の
と
は

大
変
に
違
う
と
考
え
た
の
で
、
帰
宅
し
て
再
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
私
や
皆
さ
ん
の
い
う
「
ぼ
う
ふ
う
」
と
は

「
は
ま
ぼ
う
ふ
う
」
と
い
う
の
が
本
名
で
、
日
本
国

中
広
く
産
生
し
、
産
生
最
中
に
は
、
八
百
屋
の
店
先

に
ま
で
並
べ
ら
れ
て
あ
る
の
で

「
八
百
屋
防
風
」

、

の
別
名
が
あ
る
と
出
て
お
り
、
こ
の
件
す
っ
か
り
判

明
し
た
次
第
で
あ
り
、
牧
野
先
生
に
改
め
て
敬
意
を

表
す
る
。

（
昭
和
五
十
九
五
月
九
日
記
）
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幻
の
ツ
キ
ミ
ソ
ウ

伊

藤

節

堂

私
が
こ
こ
に
「
幻
の
ツ
キ
ミ
ソ
ウ
」
と
呼
ぶ
の
は
、

牧
野
植
物
図
鑑
に
い
う
「
ツ
キ
ミ
ソ
ウ
（
一
名
ツ
キ

ミ
グ
サ

」
で
、
花
は
白
色
、
四
弁
、
夕
方
開
き
、

）

朝
萎
ん
で
紅
変
ず
る
の
を
い
う
の
で
あ
る
。

同
図
鑑
に
は
「
嘉
永
年
代
に
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
等
と

同
時
に
伝
来
せ
し
と
雖
も
性
弱
き
た
め
に
、
野
生
状

態
と
な
ら
ず
し
て
了
り
、
現
時
は
世
間
殆
ん
ど
之
を

見
ざ
る
に
至
れ
り
、
世
俗
往
々
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

を
以
て
ツ
キ
ミ
ソ
ウ
と
呼
ぶ
は
非
な
り
」
と
あ
る
。

昭
和
五
十
四
年
八
月
の
毎
日
新
聞
文
芸
欄
に
俳
人

青
柳
志
解
樹
氏
（
山
暦
俳
句
会
主
宰
）
の
幻
の
ツ
キ

ミ
ソ
ウ
に
関
す
る
随
筆
が
の
っ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
、
翌
五
十
五
年
二
月
九
日
、
同
氏
か
ら
幻
の
ツ

キ
ミ
ソ
ウ
の
種
子
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
立
春
を
過
ぎ
、
春
の
息
吹
き
が
少
し
ず
つ
感
じ
ら

れ
ま
す
。
か
ね
て
お
約
束
の
月
見
草
の
タ
ネ
本
日
お

届
け
し
ま
す
。
栽
培
は
簡
単
で
失
敗
す
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
参
考
ま
で
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

り
ま
し
た
の
で
、
同
封
し
ま
し
た

」
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
待
望
の
月
見
草
の
種
子
を

送
付
し
ま
す
か
ら
栽
培
し
て
下
さ
い
。
播
種
は
四
月

中
旬･

･
･
･

定
植
は
少
量
な
ら
鉢
植
え
が
無
難･

･
･
･
･
･

開
花
は
八
月･

･
･
･

越
冬
は
鉢
の
ま
ま
土
中
に
埋
め
て

お
く･

･
･
･

」
な
ど
、
こ
ま
か
な
説
明
が
あ
っ
た
。

私
か
ら
は
「
月
見
草
の
種
子
有
難
く
頂
き
ま
し
た
。

世
に
幻
し
の
花
と
い
わ
れ
る
月
見
草
、
私
の
生
の
あ

る
限
り
い
つ
く
し
み
育
て
、
決
し
て
絶
や
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
折
り

返
し
礼
状
を
差
し
上
げ
た
。

播
種
は
四
月
中
旬
と
い
う
の
を
待
ち
か
ね
て
、
四

月
四
日
に
播
い
た
。
発
芽
は
四
月
十
五
日
、
そ
し
て

つ
い
に
、
七
月
十
九
日
午
後
六
時
二
十
六
分
、
幻
の

第
一
花
か
、
息
を
と
め
て
見
つ
め
る
私
と
妻
の
目
の

前
で
、
ふ
っ
と
い
う
幽
か
な
音
を
た
て
て
開
い
た
。

（
昭
和

・

・

記
）

59

5

26
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瞽
女
唄
「
小
栗
判
官
照
手
姫
」

伊

藤

節

堂

（
は
じ
め
に
）

い
ま
、
藤
沢
市
で
は
市
内
全
域
に
わ
た
っ
て
地
名

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
「
地
名
は
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が
大
地
に
名

づ
け
た
重
要
な
、
歴
史
的
な
文
化
遺
産
で
あ
る
」
と

い
う
考
え
方
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
貴
重
な

地
名
を
収
集
保
存
し
て
後
世
に
遺
す
と
と
も
に
、
行

政
の
面
に
こ
れ
を
活
か
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

方
法
と
し
て
は
、
藤
沢
市
か
ら
日
本
地
名
研
究
所

（
谷
川
健
一
所
長
）

に
調
査
を
委
託
し
、
市
内
各

地
域
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
調
査
員

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

所
長
の
谷
川
健
一
氏
は
わ
が
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

民
俗
学
者
で
あ
り
、
地
名
研
究
に
関
し
て
は
第
一
人

者
で
あ
る
。

氏
は
昭
和
五
十
六
年
四
月
第
一
回
全
国
地
名
研
究

者
大
会
を
川
崎
で
開
き
、
五
十
七
年
に
は
新
潟
で
全

国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
五
十
八
年
に
は
第
二
回
全
国

大
会
を
、
そ
し
て
今
年
五
十
九
年
に
は
第
三
回
全
国

大
会
を
三
た
び
川
崎
で
開
催
す
る
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
活
動
振
り
と
、
不
擁
不
屈
の
信
念
の
前
に

只
々
敬
服
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

一
、
青
墓
の
女

私
は
藤
沢
市
の
地
名
調
査
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、

し
ば
し
ば
谷
川
健
一
氏
の
博
識
と
温
容
に
接
す
る
の

で
あ
る
が
、
最
近
、
氏
の
著
作
集
の
中
か
ら
「
青
墓

お
う
は
か

の
女
」
と
い
う
短
編
を
読
ん
だ
。

そ
れ
は
「
小
栗
判
官
照
手
姫
」
の
物
語
の
中
で
、

美
濃
国
青
墓
の

宿

で
水
仕
女
と
し
て
働
い
て
い
た
照

し
ゅ
く

す

い

じ

手
姫
な
ら
び
に
当
時
の
青
墓
の
女
た
ち
に
つ
い
て
論
及
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
阿
賀
北
の
曹
女
と
誓
女
明
巣

谷
川
健
一
氏
の
「
青
墓
の
女
」
を
読
ん
で
い
る
う
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ち
に
私
は
、
頭
の
ど
こ
か
に
こ
び
り
つ
い
て
離
れ
な

か
っ
た
佐
久
間
惇
一
氏
の
「
阿
賀
北
の
瞽
女
と
瞽
女

あ

が

き

た

唄
集
」
を
思
い
出
し
た
。

佐
久
間
氏
は
新
発
田
市
文
化
財
調
査
審
議
会
委
員

長
で
あ
る
が
、
こ
の
瞽
女
唄
集
に
は
、
新
潟
県
下
越

地
方
の
瞽
女
小
林
ハ
ル
女
の
語
る
祭
文
松
坂
「
小
栗

さ
い
ぶ
ん
ま
つ
ざ
か

判
官
照
手
姫
」
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
物
語
り
の
舞

台
が
ち
ょ
う
ど
「
青
墓
の
宿
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

「
祭
文
松
坂
」
と
い
う
の
は
、
瞽
女
が
伝
承
す
る
語

り
物
の
一
つ
で

「
説
経
祭
文
」
の
流
れ
を
汲
み
な

、

が
ら
口
説
化
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
お
お
む

く

ど

き

ね
七
五
調
の
長
い
物
語
り
を
、
瞽
女
独
特
の
節
廻
し

で
語
り
つ
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

語
り
の
内
容
が
長
い
の
で
、
こ
れ
を
四
段
ま
た
は

数
段
に
わ
け
て
語
り
、
一
段
を
語
る
に
は
お
よ
そ
三

十
分
か
か
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
数
段
に
区
切
る
こ
と
か
ら
、
警
女

は
こ
れ
を
「
段
物
」
と
読
ん
で
い
る
。

三
、
祭
文
松
坂
「
小
栗
判
官
照
手
姫
」

（
あ
ら
す
じ
）

一
の
段

美
濃
国
青
墓
の
宿
、
万
屋
長
右
ェ
門
方
に
、
常
陸

よ
ろ
ず
や

ひ

た

ち

小
萩
と
名
乗
り
、
水
仕
頭
と
し
て
奉
公
し
て
い
る
照

こ

は

ぎ

す
い
じ
が
し
ら

手
姫
は
、
今
宵
泊
り
の
殿
様
か
ら
名
指
し
で
、
お

酌
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鏡
台
の
前
に
座
り
、
髪

結
い
、
化
粧
、
着
物
、
帯
と
、
や
が
て
支
度
が
で
き

あ
が
る

二
の
段

照
手
は
四
十
二
人
の
水
仕
女
の
頭
で
も
、
こ
こ
で

は
女
郎
の
下
で
あ
る
。
八
十
二
人
の
先
輩
女
郎
達
に

あ
い
さ
つ
を
し
た
の
ち
、
長
柄
の
銚
子
を
持
っ
て
、

ご
免
ご
免
と
奥
の
間
へ
進
む
。
そ
の
あ
り
さ
ま
を
例

え
る
な
ら
、
千
羽
の
鳥
の
中
へ
孔
雀
が
一
羽
舞
い
下

り
た
よ
う
で
あ
る
。

三
の
段

照
手
は
今
宵
泊
り
の
殿
様
が
小
栗
判
官
と
は
知
る

由
も
な
い
。
も
し
や
相
模
の
兄
上
で
は
、
な
ど
と
思

い
な
が
ら
、
唐
紙
の
す
き
間
か
ら
う
か
が
う
と
、
な
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ん
と
！
相
模
で
二
世
を
交
し
た
夫
小
栗
に
生
き
写
し

で
あ
る
。
照
手
は
び
っ
く
り
し
て
畳
に
倒
れ
伏
す
。

一
方
、
主
人
長
右
ェ
門
は
心
配
で
様
子
を
見
に
く
る
。

す
る
と
こ
の
あ
り
さ
ま
。
照
手
を
は
げ
ま
し
、
先
に

立
っ
て
唐
紙
を
あ
け
る
。

四
の
段

照
手
―
今
宵
お
泊
り
の
礼
を
の
べ
る
。

小
栗
―
金
の
盃
に
つ
が
せ
て
か
ら
、
常
陸
小
萩
よ
、

そ
な
た
は
如
何
な
る
子
細
が
あ
っ
て
常
陸
を
名

乗
る
の
か
、
ま
た
何
人
の
娘
じ
ゃ
と
訊
ね
る
。

な
ん
び
と

照
手
―
ざ
ん
げ
話
を
き
き
た
い
な
ら
他
の
者
と
か
わ

り
ま
す
。
と
立
と
う
と
す
る
。

小
栗
―
お
し
と
ど
め
、
見
せ
る
も
の
が
あ
る
と
い
っ

て
、
ふ
く
さ
の
中
か
ら
木
札
を
取
り
出
し
、
照

手
に
与
え
る
。

照
手
―
木
札
を
見
て
び
っ
く
り
、
い
っ
か
餓
鬼
阿
弥

が

き

あ

み

の
乗
っ
た
車
を
大
津
の
玉
屋
ま
で
引
い
た
が
、

別
れ
ぎ
わ
に
自
分
の
書
き
与
え
た
木
札
が
ど
う

し
て
こ
こ
に
、
と
不
思
議
が
る
。

小
栗
―
い
つ
ぞ
や
は
そ
な
た
に
、
こ
の
家
の
前
か
ら

大
津
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
あ
と
熊

野
の
湯
に
入
り
本
服
し
て
帰
っ
た
、
と
物
語
る
。

照
手
―
お
殿
様
は
冥
土
か
ら
帰
ら
れ
た
か
、
わ
が
夫

小
栗
判
官
も
冥
土
へ
行
っ
た
が
、
冥
土
の
便
り

を
き
か
せ
て
と
泣
く
。

小
栗
―
わ
し
が
夫
の
小
栗
と
名
乗
り
た
い
の
を
が
ま

ん
し
て
、
え
ん
ま
大
王
か
ら
藤
沢
の
遊
行
上
人

宛
の
安
堵
状
（
注
・
こ
こ
で
は
こ
の
者
を
娑
婆

へ
戻
し
、
身
柄
は
上
人
に
預
け
る
と
い
う
確
認

書
）
を
取
り
出
し
て
照
手
に
見
せ
る
。

照
手
―
こ
こ
で
は
じ
め
て
小
栗
が
生
き
返
っ
た
い
っ

さ
い
の
謎
が
と
け
、
手
を
取
り
あ
っ
て
嬉
し
涙

に
く
れ
る
。

四
、
美
濃
国
青
墓
の
宿

さ
て
、
こ
の
物
語
り
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

美
濃
国
不
破
郡
青
墓
村
で
、
当
時
鎌
倉
街
道
と
呼
ば

お
う
は
か

れ
た
東
山
道
の
宿
場
「
青
墓
の
宿
」
と
し
て
賑
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明
治
十
四
年
の
青
墓
村
は
戸
数
一
五
八
戸
、
人
口
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六
七
六
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
合
併
を
く
り
返
し
、

昭
和
四
十
二
年
に
大
垣
市
に
合
併
、
現
在
大
垣
市

青
墓
町
で
あ
る
。

五
、
常
陸
国
小
栗
城

つ
ぎ
に
、
こ
の
物
語
り
の
主
人
公
小
栗
判
官
の
居

城
が
あ
っ
た
小
栗
は
、
茨
城
県
真
壁
郡
協
和
町
小
栗

で
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
の
市
町
村
制
で
小
栗
、
逢
田
両
村

が
合
併
し
て
小
栗
村
が
成
立
、
昭
和
二
十
九
年
の
町

村
合
併
で
協
和
村
と
な
り
、
現
在
は
協
和
町
大
字
小

栗
で
あ
る
。
地
図
の
上
で
は
、
東
北
本
線
小
山
駅
か

ら
分
か
れ
る
水
戸
線
新
治
（
に
い
ば
り
）
駅
の
北
方
に
あ
た
る
。

六
、
小
栗
氏
の
系
図

小
栗
氏
の
出
自
は
桓
武
平
氏
大
掾
氏
の
子
孫
で
あ

っ
て

「
常
陸
大
掾
系
図
」
及
び
「
小
栗
系
図
」
で

、

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
常
陸
大
掾
氏
）

（
小
栗
氏
）

為
幹
―
重
幹(

繁
幹)

―
重
家
―
重
能

重
成
─
重
広
─
重
朝
─
重
信
─
頼
重

重
宗
─
重
政
─
重
貞
─
詮
重
─
氏
重

（
三
河
小
栗
氏
）

基
重

重
弘
─
重
久

正
盛

満
重
─
助
重

こ
の
よ
う
に
代
々
常
陸
の
豪
族
と
し
て
真
壁
郡
小

栗
城
を
本
拠
と
し
た
が
、
小
栗
五
郎
重
家
（
一
に
重
義
）
か

ら
小
栗
氏
を
名
乗
っ
た
。

小
栗
氏
の
所
領
は
三
河
に
も
あ
っ
て
、
基
重
の
長

子
重
弘
は
三
河
小
栗
氏
の
祖
と
な
っ
た
が
、
次
男
の

孫
次
郎
満
重
は
常
陸
の
本
領
を
譲
り
受
け
、
小
栗
城

に
住
し
た
。

七
、
小
栗
満
重
の
乱

応
永
二
十
三
年(

)

世
に
い
う
上
杉
禅
秀
の
乱

1416

が
起
こ
り
満
重
は
禅
秀
に
つ
い
た
。
と
こ
ろ
が
禅
秀

が
敗
れ
た
の
で
満
重
は
足
利
持
氏
に
降
っ
た
。
そ
の

た
め
持
氏
に
多
く
の
領
地
を
削
ら
れ
、
満
重
は
こ
れ
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を
深
く
恨
み
に
思
う
。

応
永
二
十
五
年

(

）
小
栗
満
重
は
鎌
倉
に
あ
っ

1418

て
、
一
色
左
馬
権
頭
と
共
に
足
利
持
氏
に
謀
叛
を
謀

っ
た
。
そ
の
計
画
が
発
覚
し
、
常
陸
に
逃
げ
て
小
栗

城
に
拠
っ
た
。

そ
の
後
度
々
持
氏
と
争
う
の
だ
が
、
応
永
三
十
年

(
)

七
月
八
日
持
氏
自
身
、
常
陸
に
出
陣
し
て
小

1423
栗
城
を
攻
め
た
。
翌
八
月
二
日
遂
に
小
栗
城
は
落
城

し
た
。

満
重
は
子
助
重
と
共
に
三
河
に
逃
れ
、
一
族
貞
重

を
頼
っ
た
。
ま
た
、
一
説
に
は
、
満
重
は
小
栗
城
に

自
害
し
、
子
助
重
は
三
河
に
逃
れ
た
と
も
い
う
。

永
享
十
一
年

(
)

足
利
持
氏
が
滅
亡
し
た
後
、

1439

嘉
吉
元
年

(
)

小
栗
助
重
は
室
町
幕
府
に
願
い
出

1441

て
常
陸
に
帰
り
、
佐
竹
氏
を
敗
っ
て
旧
領
を
回
復
し

た
。
し
か
し
、
康
正
元
年

(
)

足
利
成
氏
に
攻
め

1455

ら
れ
て
没
落
し
た
。

八
、
小
栗
伝
説

こ
れ
ま
で
述
べ
た
小
栗
氏
系
図
、
小
栗
満
重
の
乱
、

そ
し
て
、
小
栗
助
重
の
小
栗
城
奔
回
と
落
城
ま
で
は
、

す
べ
て
歴
史
的
事
実
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

か
ら
述
べ
る
「
小
栗
判
官
照
手
姫
」
は
す
べ
て
伝
説

と
し
て
の
物
語
り
な
の
で
あ
る
。

小
栗
伝
説
に
は
、
そ
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
「
鎌

倉
大
草
紙
」
を
は
じ
め
、
長

生

院
に
伝
わ
る
小
栗

ち
ょ
う
し
ょ
う
い
ん

略
縁
起

、
宮
内
庁
蔵
の
御
物
絵
巻
「
を
く
り

、

」

」

説
教
「
お
ぐ
り
判
官
」
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
前
述
の
瞽
女
唄
と
内
容
が
照
応
す
る
よ

う
に
御
物
絵
巻
「
を
く
り
」
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介

す
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

九
、
御
物
絵
巻
「
を
く
り

（
あ
ら
す
じ
）

」

（
小
栗
殿
）

二
条
大
納
言
兼
家
の
一
人
息
子
有
若
は
、

元
服
し
て
常
陸
小
栗
殿
と
称
し
た
。
十
八
才
の

と
き
大
蛇
の
化
身
と
契
っ
た
た
め
、
常
陸
の
領

地
に
流
さ
れ
る
。

（
結
婚

小
栗
は
武
蔵
・
相
模
の
郡
代
横
山
殿
の
娘

照
手
姫
を
見
初
め
て
結
婚
す
る
。
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（
毒
殺
）

親
の
許
し
を
得
な
い
結
婚
に
怒
っ
た
横
山

殿
は
、
小
栗
と
家
来
十
人
を
宴
に
招
い
て
毒
殺
す

る
。

（
え
ん
ま
）
閻
魔
大
王
は
家
来
十
人
の
願
い
を
聞
き
、

小
栗
の
首
に
大
王
自
筆
の
札
を
下
げ
、
藤
沢
の
遊

行
上
人
の
も
と
に
返
す
。

（
餓
鬼
阿
弥
）

小
栗
は
目
も
見
え
ず
、
□
も
き
け
ぬ
餓

鬼
阿
弥
の
姿
で
塚
を
破
っ
て
よ
み
が
え
る
。

（
土
車
）

上
人
は
小
栗
を
土
車
に
の
せ
僧
二
人
を
つ
け
て
東
海
道

を
熊
野
へ
と
送
り
返
す
。

（
照
手
姫
）

一
方
、
照
手
は
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
船
で
流
さ
れ
、

人
買
い
に
売
ら
れ
、
美
濃
国
青
墓
で
遊
女
宿
の
水
仕
女
と
な

る
。

（
大
津
へ
）
照
手
は
宿
の
前
の
餓
鬼
阿
弥
を
、
夫
の

小
栗
と
は
知
ら
ず
、
大
津
ま
で
引
い
て
ゆ
く
。

（
熊
野
へ
）
小
栗
は
熊
野
の
湯
の
峯
で
湯
治
を
し
て
人

間
に
よ
み
が
え
り
、
再
び
、
照
手
と
結
ば
れ
る
。

一
〇
、
小
栗
塚

相
模
の
横
山
殿
に
謀
殺
さ
れ
た
小
栗
と
十
人
の
殿

原
が
閻
魔
大
王
の
前
に
引
き
出
さ
れ
る
。
大
王
は
、

小
栗
は
大
悪
人
だ
が
、
殿
原
十
人
は
何
れ
も
善
人
だ

か
ら
娑
婆
へ
帰
れ
と
い
う
。
殿
原
は
、
わ
れ
わ
れ
が

娑
婆
へ
帰
っ
て
も
益
は
な
い
か
ら
、
判
官
殿
を
娑
婆

へ
返
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
る
。

大
王
は
藤
沢
の
遊
行
上
人
へ
手
紙
を
か
く
。

こ
の
夜
、
遊
行
上
人
は
夢
を
見
る
。
大
王
か
ら
の

手
紙
が
届
く
。
手
紙
に
は
「
小
栗
を
生
き
か
え
ら
せ

る
。
早
く
熊
野
の
湯
に
入
れ
ば
全
快
す
る
」
と
、
か

か
れ
て
い
る
。
上
人
は
弟
子
を
上
野
ヶ
原
に
や
る
と

う

わ

の

が

は

ら

餓
鬼
の
姿
に
な
っ
た
小
栗
が
塚
を
破
っ
て
娑
婆
に
戻

る
。私

は
西
俣
野
字
小
栗
塚
に
こ
の
塚
を
訪
ね
た
。
史

跡
保
存
会
の
案
内
板
を
頼
り
に
坂
を
上
る
と
、
県
道

切
通
し
の
道
路
わ
き
に
「
小
栗
塚
」
の
標
柱
が
あ
っ

た
。
切
通
し
の
上
は
一
面
の
畑
で
、
近
く
の
農
家
で

た
ず
ね
る
と
「
こ
こ
は
、
ハ
ラ
と
い
う
と
こ
だ
」
と

●

●

お
婆
さ
ん
が
答
え
た
。

小
栗
が
餓
鬼
に
な
っ
て
黄
泉
返
り
し
た
と
伝
え
る

よ

み

じ

塚
は
、
い
ま
は
、
県
道
菖
蒲
沢
戸
塚
線
に
よ
っ
て
、
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真
っ
二
つ
に
切
り
通
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

一
一
、
長
生
院

長

生

院
は
藤
沢
市
西
富
の
遊
行
寺
山
内
に
あ
る
。

ち
ょ
う
し
ょ
う
い
ん

秋
の
彼
岸
に
遊
行
寺
本
堂
南
側
の
ゆ
る
い
坂
道
を
の

ぼ
る
と
、
燃
え
立
つ
よ
う
な
曼
珠
沙
華
が
道
の
両
側

を
埋
め
る
。

長
生
院
に
は
「
小
栗
略
縁
起
」
が
伝
わ
っ
て
い
て
、

そ
れ
に
は
「
小
栗
満
重
は
応
永
三
十
三
年
（

）
三

1426

月
十
六
日
に
死
去
、
そ
の
子
助
重
が
家
を
継
ぎ
、
鎌

倉
に
参
り
亡
父
満
重
と
十
勇
士
の
墓
を
八
徳
池
の
ほ

と
り
に
建
て
た
」
と
あ
り
、
現
在
、
長
生
院
の
奥
の

池
の
ほ
と
り
に
は
、
小
栗
満
重
の
墓
を
中
心
に
、
家

来
の
墓
が
五
基
づ
っ
左
右
に
並
ぶ
。

一
方
、
照
手
姫
は
満
重
の
死
後
出
家
し
て
長

生

比

ち
ょ
う
し
ょ
う
び

丘
尼
と
い
い
、
閻
魔
堂
（
現
在
の
長
生
院
小
栗
堂
）
の
傍
に

く

に

住
ん
だ
が
、
永
亨
十
二
年
（

）
十
月
十
四
日
に
死

1440

去
し
た
。

法
名
は
長
生
院
寿
仏
房
で
、
小
栗
堂
が
そ
の
遺
跡

と
し
て
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
照
手
の
墓
は
小
栗
の

少
し
左
、
白
萩
の
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
る
下
に
あ
っ
た

が
、
最
近
、
萩
を
し
だ
れ
梅
に
植
え
か
え
て
し
ま
っ

た
。
青
墓
の
遊
女
宿
で
「
小
萩
」
と
名
乗
っ
た
伝
説

か
ら
す
れ
ば
、
白
萩
の
咲
き
こ
ぼ
れ
る
風
情
の
方
が
、

む
し
ろ
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
思
う
。

一
二
、
瞽
女
淵
の
碑

こ
こ
は
藤
沢
市
西
俣
野
九
八
六
番
地
先
で
、
こ
こ

に
警
女
淵
の
碑
が
あ
る
。
こ
の
碑
か
ら
東
側
一
〇
〇

ご

ぜ

ぶ

ち

ｍ
の
と
こ
ろ
を
境
川
が
流
れ
て
い
て
、
対
岸
は
横
浜
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市
戸
塚
区
東
俣
野
町
で
あ
る
。

碑
は
高
さ
二
ｍ
、
巾
一
ｍ
、
台
座
の
高
さ
九
〇
ｃｍ

の
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
中
央
に
「
瞽
女
淵
之
碑

、
」

左
に
「
高
座
郡
長
従
六
位
勲
五
等
若
林
良
之
書
」
と

あ
る
。

裏
に
は
建
碑
の
由
来
と
有
志
全
員
の
氏
名
が
刻
ま

れ
る
が
、
碑
文
を
要
約
す
る
と

『
む
か
し
か
ら
こ
こ
に
は
淵
が
あ
っ
た
。
延
宝
年
間

（

～

）
に
一
人
の
瞽
女
が
溺
死
し
た
の
で
、
瞽

1673

1680

女
淵
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
何
人
か
が

落
ち
て
死
ん
だ
。

村
人
は
淵
を
埋
め
、
堤
防
を
築
い

た
が
、
一
度
洪
水
に
あ
う
と
必
ら
ず
決
壊
し
て
淵
と

な
り
、
田
に
氾
濫
し
た
。
弘
化
二
年
（

）
一
人
の

1845

浪
人
が

「
水
害
を
除
く
た
め
に
人
柱
と
な
る
」
と
、

、

遺
書
を
残
し
て
入
水
し
た
。
村
人
は
霊
を
祭
り
、
土

手
番
さ
ま
と
崇
め
た
。

明
治
四
十
二
年
（

）
に
藤
沢
町
、
六
会
村
、
俣

1909

野
村
連
合
の
耕
地
整
理
が
行

わ
れ
た
の
で
、
昔
の

na

淵
の
姿
は
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
碑
石
を
建
て
て
殉

難
者
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に

淵
の
記
念
と
す
る
。

大
正
元
年
（

）
十
二
月
十
四
日
建
之
』

1912

一
三
、
は
ず
れ
瞽
女

淵
に
落
ち
た
瞽
女
は
、
村
人
に
よ
っ
て
ね
ん
ご
ろ

に
葬
ら
れ
た
が
、
伝
え
ら
れ
る
そ
の
墓
は
、
西
俣
野

の
閻
魔
堂
跡
と
い
わ
れ
る
北
村
家
の
墓
地
内
に
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
瞽
女
こ
は
子
ど
も
が
あ
っ
て
、
い
っ

し
ょ
に
埋
葬
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
子
連
れ
の

瞽
女
な
ら
ば
当
然
は
ず
れ
瞽
女
で
あ
る
。
子
連
れ
で

な
く
と
も
、
一
人
歩
き
の
瞽
女
は
「
は
ず
れ
」
と
み
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な
さ
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
も
と
は
ど
こ
の
瞽
女
で
あ
っ
た

の
か
。
私
に
は
越
後
の
瞽
女
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
佐
久
問
惇
一
氏
に
よ

れ
ば
「
越
後
瞽
女
は
、
関
東
一
円
か
ら
甲
斐
信
濃
へ

足
を
伸
ば
し
て
い
る
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

瞽
女
の
掟
で
は
、
仲
間
に
入
っ
て
い
る
あ
い
だ
は
、

結
婚
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
、
結
婚
す
る
と
当
然
仲

間
を
は
ず
さ
れ
た
。

「
は
ず
れ
」
に
な
る
と
、
巡
業
し
て
い
て
仲
間
に
逢

え
ば
、
ど
こ
で
で
も
三
味
線
と
荷
物
を
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
だ
か
ら
は
ず
れ
瞽
女
は
も
と
の
仲
間
に
逢
わ

な
い
よ
う
に
、
仲
間
の
立
ち
回
ら
な
い
と
こ
ろ
を
ひ

そ
か
に
歩
い
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
越
後
の
は

ず
れ
瞽
女
が
、
相
模
の
村
々
を
廻
る
の
は
決
し
て
不

思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
瞽
女
は
繁
華
な
町
な
か
よ

り
も
、
む
し
ろ
辺
ぴ
な
農
村
、
山
村
、
漁
村
な
ど
を

廻
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

こ
と
に
、
弁
財
天
は
瞽
女
の
守
り
本
尊
で
あ
る
。

江
の
島
の
弁
財
天
を
詣
り
た
い
一
心
で
、
ひ
た
す
ら
南

下
を
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
四
、
瞽
女
の
墓

慶
長
六
年

(
)

伝
馬
制
度
が
設
け
ら
れ
、
東
海

1601

道
が
整
備
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
道
案
内
書
や
名

所
絵
図
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
つ
く
ら
れ
、
藤
沢
宿
の
項
に

は
「
小
栗
判
官
照
手
姫
」
が
必
ら
ず
と
い
っ
て
よ
い

ほ
ど
記
入
さ
れ
た
。

境
川
を
は
さ
ん
で
東
俣
野
に
も
、
西
俣
野
に
も
、
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小
栗
伝
説
の
地
名
は
い
く
つ
も
あ
る
。
瞽
女
は
そ
れ

ら
ゆ
か
り
の
村
々
を
廻
り
な
が
ら
「
小
栗
判
官
照
手

姫
」
の
段
物
を
語
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
は
な
れ
瞽
女
お
り
ん

（
水
上
勉
）
が
、
地
蔵
堂

」

や
阿
弥
陀
堂
を
泊
り
歩
い
た
よ
う
に
、
こ
の
瞽
女
も

ま
た
、
西
俣
野
の
閻
魔
堂
に
寝
泊
り
し
な
が
ら
廻
っ

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

閻
魔
堂
跡
に
瞽
女
の
墓
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
か

も
知
れ
な
い
。

私
は
え
ん
ま
堂
跡
に
立
っ
て

小
栗
墓
塔
の
か
た
わ
ら
に
あ
る

法

、

「

挙
容
西
」
と
か
ろ
う
じ
て
読
め
る
小
さ
な
墓
石
に
、
仲
間
か
ら

は
ず
さ
れ
た
瞽
女
の
郷
愁
を
み
る
思
い
が
し
た
。

―
―
―

完

―
―
―

（
昭
和
五
九
・
五
・
九
記
）

（
文
献
）

「
谷
川
健
一
著
作
集
」
三
一
書
房

佐
久
間
惇
一
「
阿
賀
北
瞽
女
と
瞽
女
唄
集
」

三
谷
栄
一
編
「
口
承
文
芸
」
有
精
堂

太
田
亮
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
角
川
書
店

橘
俊
道
「
遊
行
寺
」
名
著
出
版

「
藤
沢
市
史
」
第
四
巻
・
第
五
巻

「
日
本
図
誌
大
系
」
朝
倉
書
店

「
日
本
歴
史
地
名
大
系
」
平
凡
社
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「
小
栗
伝
説
」
の
文
献
比
較

伊
藤
節
堂

１

２

３

４

５

文
献

「
鎌
倉
大
草
紙

長
生
院

御
物
絵
巻

説
経

祭
文
松
坂

「
小
栗
略
縁
起
」

「
お
ぐ
り
」

「
お
ぐ
り
判
官
」

「
小
栗
判
官
照
手
姫
」

小
栗
満
重
の
子

小
栗
城
主

二
条
兼
家
の
子
有
若

三
条
兼
家
の
子

小
栗
判
官
満
重

主
人

小
次
郎
助
重

小
栗
満
重

元
服
し
て
常
陸
小
栗
殿

小
栗
判
官
兼
氏

場
所

相
州
権
現
堂

藤
沢
の

武
蔵
・
相
模
の
郡
代

相
模
国
の
住
人

相
模

盗
賊
の
宿

横
山
大
膳
の
館

横
山
殿
の
館

横
山
殿
の
家

相
手
役

盗
賊
宿
の

妓
女
照
手
姫

横
山
の
娘
照
手
姫

横
山
の
娘
照
手
姫

照
手
姫

遊
女
て
る
姫

父
は
北
面
の
武
士

相
模
に
父
母
・
兄
あ
り

事
件

小
栗
と
夫
婦
約
束

小
栗
と
結
婚

小
栗
と
契
る

小
栗
と
二
世
を
交
す

盗
賊
は
小
栗
一
行
を

横
山
は
小
栗
主
従
を

横
山
は
小
栗
主
従

横
山
は
小
栗
主
従
を

小
栗
は
毒
殺
さ
れ
る

毒
殺
し
て
財
宝
を

酒
宴
に
招
き
毒
殺
す
る

を
毒
殺
す
る

毒
殺
す
る

奪
お
う
と
す
る

小
栗
を
上
野
ケ
原

小
栗
だ
け
土
葬
に

小
栗
土
葬
に
さ
れ
る

小
栗
冥
土
へ

て
る
姫
は
小
栗

へ
捨
て
る

す
る

に
危
険
を
知
ら
す

遊
行

小
栗
は
馬
で
逃
げ
遊

太
空
上
人
が
夢
を

上
人

行
上
人
の
も
と
に
ゆ
く

見
る
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え
ん
ま
大
王
か
ら
上
人

え
ん
ま
大
王
は
小
栗
を

え
ん
ま
大
王
は
小
栗
を

え
ん
ま
大
王
は
安
堵
状

へ
手
紙
が
届
く

遊
行
上
人
の
も
と
に
返
す

藤
沢
上
人
へ
送
る

を
遊
行
上
人
へ

小
栗
ソ
生
す
る

小
栗
餓
鬼
の
姿
で
蘇
生

上
人
時
衆
二
人
を
付
け

太
空
上
人
は
小
栗
を

上
人
、
小
栗
を
土
車
に
の

上
人
、
小
栗
を
車
に
の
せ
て

て
小
栗
を
三
河
へ
送
る

車
に
の
せ
て
熊
野
へ

せ
て
東
海
道
へ

青
墓
へ

照
手
姫

一
方
、
照
手
は
川
に
投

一
方
、
照
手
は
舟
で
流
さ

一
方
、
照
手
は
海
に
沈
め
ら
れ

げ
ら
れ
、
漁
師
に
助
け

れ
、
人
買
に
売
ら
れ
る

る
と
こ
ろ
を
助
け
ら
れ
人
買
に

ら
れ
る

売
ら
れ
る

青
墓

照
手
、
青
墓
で
遊
女

照
手
、
青
墓
で
水
仕
女

照
手
、
青
墓
で
水
仕
女
と

照
手
、
青
墓
万
屋
で
水
仕

と
な
る

と
な
る

な
り
、
常
陸
小
萩
と
い
う

女
常
陸
小
萩
を
名
の
る

照
手
、
ガ
キ
姿
の
小
栗
の

照
手
小
栗
の
車
を
引

照
手
、
小
栗
と
は
知
ら
ず

車
を
大
津
ま
で
引
く

き
、
熊
野
へ
送
る

ガ
キ
阿
弥
の
車
を
引
く

熊
野

小
栗
、
本
宮
の
湯
に
入

小
栗
、
熊
野
湯
の
峯
で

小
栗
入
湯
し
て
本
復

小
栗
、
熊
野
の
湯
で

り
全
快
す
る

湯
治
し
、
全
快
す
る

全
快
す
る

小
栗
城
へ
戻
る

小
栗
、
常
陸
を
安
堵
さ

小
栗
、
国
司
と
な
っ
て

れ
国
司
と
な
っ
て
青
墓
へ

青
墓
の
万
屋
に
泊
る

エ
ピ
ロ

永
亨
の
こ
ろ
小
栗
、
三

小
栗
、
横
山
を
討
つ

ー
グ

河
か
ら
き
て
盗
賊
を
討

ち
、
照
手
に
財
宝
を
与

小
栗
、
照
手
に

謝
恩

照
手
姫
と
結
ば
れ
る

照
手
と
夫
婦
と
な
り
、

照
手
と
結
ば
れ
る

る

常
陸
の
領
地
へ

応
永

年
満
重
死
す

33

永
亨

年
照
手
死
す

12
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